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  １０月
　　　７日（金）　金融経済教育セミナー（２年生）
　　１０日（月）　スポーツの日（公休日）
　　１２日（水）　中間テスト１日目
　　１３日（木）　中間テスト２日目
　　　　　　　　　 体育祭後夜祭
　　１４日（金）　遠足
　　１５日（土）　県新人大会（テニス競技）～１７日
　　１７日（月）　第３回推戴式
　　１９日（水）　生徒８名ハワイ州へ派遣（～２６日）
　　２０日（木）　遠足（予備日）
　　２１日（金）　平和学習（６校時）
　　２２日（土）　県新人大会（ソフトボール競技）
　　２５日（火）　消費者教育講演会（３年生）
　　２９日（土）　県高校新人大会（～１１月１日）
　
　

本号にも紹介しているが、２年生
の「総合的な探究の時間（週１時
間）」において、「知高！綱がるプロ
ジェクト」が開始した。これは生徒た
ちが社会で活躍する大人との関わ
りや、企業あるいは地域での課題と
向き合うことを通して、地域・社会に
貢献する機会を体験させ、職業観
の育成や進路探究へとつなげること
をねらいとしている。各クラス、１２月
までの約３ヶ月間、地域で活躍する
講師から与えられた「ミッション」の
解決方法を見つけ出すこととなった。
本プロジェクトを通して、生徒たちが
「働くこと」「生きること」について考
え、さらに地域やSDGｓに対する関
心が高まることを期待したい。

Throughout all my life

and with all my heart,
I shall strive to be

worthy of your trust.

命ある限り、心を尽くして、

あなた方の信頼に値するよう

努めます。

【解説】

これは１９５２年

より７０年もの長き

に渡ってイギリスと連邦諸国の君主

を務めたエリザベス女王が１９５３年

の戴冠式において発表したスピーチ

の一部である。

６月に実施された「第１２回全日本

高等学校チームダンス選手権 県

大会」で「グランプリ」を獲得したダ

ンス部が９月１８日、県代表として

北九州メディアドームにて開催され

た全国決勝大会へ出場しました。

誘惑に負ける（取り組むべき
事は、その時でしっかりや
る！）

文章力をつける努力をしてお
けば良かった。（志望理由書
を書くときに苦労した。）

学びたい分野の問題・課題に対
する自分の意見をしっかり考え
ておけば良かった。

小論文での勉強量が少な

かったため、本番で焦ってし

まった。

小論文に出てくる環境の内容を、
もっと深く深く調べておけば良
かった。

１・２年のうちから、もっと勉強
頑張っていれば良かった。

もっと早くから面接の内容を
考えていれば良かった。

もっと効率よく勉強すれば良
かった。（時間を無駄にする
ことが多かった。）

私立の併願校を考えておくべき
だった。

高１から、しっかり各科目評
定４ｏｒ５を取るべきだった。

ＡＯ入試を受けたプレゼン
テーションで、もっとたくさん
情報収集していれば良かっ
た。

完璧に全範囲勉強していなくて、
直前に、いろいろ詰め込みすぎ
て本番で焦った。

９月２２日に、「青年海外協力協会」の職員が２名

来校し、１年３組にて講師として、「国際理解教育」

の授業を行いました。授業では職員が活動を行っ

たニカラグワ共和国やギルギス共和国の紹介を始

め、文化や生活習慣の「違い」を認め合うことの大

切さを知るワークショップ等が行われました。

２年生の「知高！綱がるプロジェクト」が開始しまし
た。これは２年生の各クラスに、地域でSDGｓに取り
組んでいる行政や企業、NPOなどから講師といて
一人ずつ自らの仕事について話をした後、その仕
事や地域社会に関係する課題を生徒へ伝え、その
課題を「ミッション」として約３ヶ月かけて解決方法を
見つけ出し、生徒たちが講師に向けて発表するプ
ロジェクトです。９月２７日に８名の講師が来校し、
生徒たちに「ミッション」を提示していただきました。

日本政府（外務省）が主催する「対日理解促進交流プ

ログラム（カケハシ・プロジェクト）」により、本校と那覇

国際高校の生徒が米国ハワイ州へ１０月１９日から２６

日までの期間、派遣されることが決定しました。本校か

らは３年生８名が派遣されます。事前説明会がオンライ

ンにて９月２１日に実施され、派遣される生徒及び保護

者が参加して説明に熱心に耳を傾けていました。

「第４６回沖縄県高等学校総合文化祭 弁論部門」が９
月１３日・１４日の両日、浦添市の「てだこホール」にて開
催され、本校３年２組の糸数りおさんが全体の第２位に
相当する「優秀賞」を受賞しました。糸数さんは１２月に
佐賀県にて開催される「第６回全九州高等学校総合文
化祭 弁論部門」へ県代表として派遣されます。

３年８組の城間亮輔さんが、多
年にわたり「子ども会ジュニア・
リーダー」として、子ども会活動
に積極的に携わり、子どもたち
に勇気と自信を与えた功績が
讃えられ、県及び与那原町から
表彰されました。

開

始

！

行政・企業・
NPO等と連
携した取

組！

知高！

３年２組の糸数りおです。聴衆の方が頷いてくれたり、涙を流し
ている姿を見て、人を動かす言葉の力を実感し、私自身も感
動した大会でした。そして、今までで最高な弁論をすることがで
きました。１２月に実施される佐賀大会（九州大会）でも、一人
でも多くの人に伝えられるよう頑張ります。

３年２組

糸数りおさん

３年８組 城間亮輔さん

全国大会出場のダンス部


